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年
末
だ
ご
み
は
早
め
に

出
し
ま
し
ょ
う

十
二
月
は
日
が
短
く
、
寒
さ
は

日
ご
と
に
加
わ
つ
で
、
家
の
中
で

は
火
の
気
が
恋
し
く
、
野
外
の
景

色
は
わ
び
し
さ
を
増
し
、
月
半
ば

に
は
、
あ
わ
た
だ
し
い
歳
末
の
気

分
が
町
々
に
た
だ
よ
い
ま
す
。
師

走
(
し
わ
す
)
、
極
月
(
ご
く
げ

つ
)
な
ど
と
い
う
十
二
月
の
別
称

が
、
特
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
う

え
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に
輪
を
か
け

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
あ
わ
た
だ
し
さ

に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
な
い
た
め
に
、

毎
日
の
家
事
は
計
画
を
た
て
て
行

な
い
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
家

の
中
の
そ
う
じ
の
と
き
に
は
、
周

囲
の
清
掃
も
し
て
、
た
ま
っ
た
あ

き
び
ん
や
あ
き
カ
ン
な
ど
、
手
ぎ

わ
よ
く
ま
と
め
て
清
掃
車
に
持
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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健
坦康
豊21で
2Z文
霊去作
都:，.;fs 
受んな

市
で
は
、
昭
和
六
十
年
を
目
標

と
し
た
本
市
の
振
興
発
展
の
方
向

を
示
す
基
本
構
想
を
作
る
た
め
、

九
州
大
学
都
留
教
授
、
長
崎
大
学

の
市
川
、
友
岡
両
助
教
授
の
ご
指

導
の
も
と
に
、
市
民
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、
街
づ
く
り
の
作
文
募

集
、
市
民
有
志
と
の
懇
談
会
な
ど

白、
i i 

/ 

を
通
じ
て
、
そ
の
作
成
を
す
す
め

て
参
り
ま
し
た
が
、
去
る
十

一
月

二
十
八
日
大
村
市
総
合
開
発
審
議

会
に
対
レ
、
こ

の
基
本
構
想
(
案

)
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
て
い
た

だ
く
よ
う
諮
問
を
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
構
想
〈
案
)
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
て
、
広
く
市
民
皆

様
の
遠
慮
の
な
い
ご
意
見
ご
批
評

を
仰
ぎ
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
市
民
皆
様
の
創
意
工
夫
を
と
り

い
れ
た
構
想
に
い
た
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ

よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

一
大
村
市
の
未
来
像

村

都
市
像

i
住
み
よ
い
豊
か
な

調
和
の
と
れ
た
都
市

i

風
光
明
据
な
大
村
湾
と
多
良
山

系
に
い
だ
か
れ
た
大
村
市
の
自
然

環
境
は
、
何
も
の
に
も
か
え
が
た

い
大
き
な
遺
産
で
あ
り
、
こ

の
自

然
環
境
を
生
か
し
、
生
活
機
能
、

生
産
機
能
、
文
化
機
能
を
有
す
る

新
し
い
都
市
へ
と
発
展
す
る
た
め

明
H
の
大
村
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
次

の
よ
う
に
描
き
ま
し
た
。

「健
康
で
文
化
的
な
市
民
の
ま
ち

」

海
と
緑
と
山
そ
し
て
澄
み
き
っ

た
川
。
こ
の
大
地
で
市
民
は
育
ち

伯
き
、
a

い
こ
い
な
が
ら
明
日
へ
の

4 ・h
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昭和45年12月10日

あ
な
た
自
身
の
も
の

老
後
の
生
活
を
守
る

年
金
時
代
が
到
来

国
民
年
金
制
度
が
発
足
す
る
以

前
か
ら
(
官
公
庁
・会
社
.
工
場
)

に
勤
め
る
人
に
対
し
て
は
.
思
給

退
職
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
年

金
制
度
が
あ
り
、
老
後
は
も
と
よ

り
、
残
さ
れ
た
遺
族
遺
児
の
生
活

ま
で
年
金
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
じ
日
本
の
国
民
で
あ

り
な
が
ら
(
農
林
漁
業
者
、
中
小

企
業
者
、
自
由
業
者
)
に
つ
い
て

昭和33年4月22日第三種郵便物認可
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は
な
ん
の
年
金
制
度
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
本
人
は
も
ち
ろ
ん
，

一
家
の
大
黒
柱
が
倒
れ
た
あ
と
は

生
活
不
安
に
お
と
さ
れ
さ
び
し
い

余
生
を
送
る
の
で
し
た
u

こ
う
し

た
人
を
救
う
た
め
に
、
昭
和
三
十

四
年
に
国
民
年
金
制
度
が
発
足
し

た
わ
け
で
す
。

国
民
年
金
は
こ

の
よ
う
な
わ
け

で
生
ま
れ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
れ

に
し
ぶ
し
ぶ
加
入
し
た
り
‘

税
金

を
払
う
よ
う
な
気
持
で
保
険
料
を

納
め
る
の
で
は
制
度
が
泣
く
と
い

う
も
の
で
す
.
た
と
え
ば
二
十
才

に
加
入
し
て
三
十
才
で
重
度
の
障

害
に
な
る
と
障
害
年
金
、
一
家
の

大
黒
柱
を
な
く
し
た
と
き
は
母
子

年
金
、
六
十
五
才
か
ら
は
、
ま
た

老
令
年
金
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う

具
合
に
一
生
の
く
ら
し
が
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
誰
の
た
め
の
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
.
あ
な
た
ご
自
身

の
も
の
で
す
か
ら
お
互
い
に
守
り

育
て
て
く
だ
さ
い
.

V

障
害
、
母
子
、
遺
児
各
年
金
は

事
故
日
よ
り
一
年
以
上
の
保
険
料

納
付
済
期
間
が
な
い
と
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

V
老
後
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め

国
は
、
五
年
ご
と
に
国
民
生
活
の

変
動
に
よ
り
年
金
額
を
調
整
す
る

ょ
う
法
律
で
定
め
て
あ
り
ま
す
の

で
、
古
い
時
代
の
年
金
や
保
険
に

対
す
る
不
信
は、

国
民
年
金
に
は

通
用
し
ま
せ
ん
.

守
保
険
料
の
納
入
に
苦
し
い
被
保

険
者
に
は
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ

る
し
く
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で、

国
民
年
金
係
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

V

保
険
料
は
毎
月
忘
れ
ず
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
に
も防
寒
を

特
に
戸
外
の
水
道
、
む
き
だ
し

の
水
道
管
は
、
凍
っ
た
り
、
破
裂

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
じ
ゃ

口
や
水
道
管
に
は
、

早
め
に
防
寒

を
し
ま
し
ょ
う
。

①
こ
ん
な
所
に
は
必
ず
防
寒
を

。
北
向
き
の
所

。
風
当
た
り
の
強
い
所

。
家
の
外
に
あ
る
水
道

①
防
寒
の
し
か
た
手
近
な
方
法

む
き
だ
し
の
水
道
や
じ
ゃ
口
に

布
を
約
二
セ
ン
チ
の
厚
さ
に
ま
き

そ
の
上
を
ビ
ニ
ー
ル
テ
l
プ
で
ま

い
て
水
に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

(
注
〕
破
裂
し
た
場
合
の
経
費
は

使
用
者
負
担
で
す
。

-'、

成人式について話し合う備準会の皆さん

成
人
式
準
備
会

申
し
合
わ
せ
き
ま
る

今
回
の
成
人
式
は
、
新
成
人
該
く
り
、
一
月
十
日
頃
ま
で
に
該
当

当
者
代
表
に
よ
り
準
備
会
を
つ
く
者
に
は
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

り
、
話
し
合
い
を
つ
づ
け
た
結
果
今
回
の
該
当
者
は

特
に
新
成
人
の
主
張
、
ァ
ト
ラ
ク
昭
和
二
十
五
年
一
月
十
六
日
か

シ
ョ
ン
、
記
念
植
樹
は
新
成
人
こ
ら
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
ま
で

ぞ
っ
て
行
な
お
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
た
方
で
す
.

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

記

念

式

典
及
び
行
事

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
日
時
、

一
月
十
五
日
午
前
十
時

す

。

場

所

大

村

市

民

会

館

成
人
式
は
、
新
し
い
社
会
人
と
一
、
式
典

し
て
の
出
発
点
に
た
つ
も
の
で
す
二
、
新
成
人
の
主
張

各
自
そ
の
意
義
を
考
え
、
服
装
は
三
、
式
典
讃
歌
(
大
高
女
子
部
〉

で
き
る
だ
け
簡
易
に
し
て
出
席
い
四
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

た

し

ま

し

ょ

う

。

五

、

記

念

植

樹

(

青

年

の

樹

)

な
お
、
住
民
表
を
基
に
名
簿
を
つ
連
絡
先
社
会
教
育
課
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予
防
接
種
に
よ
る
事
故

は
届
け
出
を

予
防
接
種
を
》
つ
け
た
人
で
、
予

防
接
種
に
よ
る
副
反
応
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
救
済
制
度
が
設
け
ら

れ
た
旨
、
県
衛
生
部
長
よ
り
通
知

が
あ
り
ま
し
た
の
で
該
当
の
方
は

も
れ
な
く
市
衛
生
課
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

。
対
象
者

事
故
の
対
象
と
な
る
人
は
定
期

及
び
臨
時
の
予
防
接
種
を
受
け
た

人
で
1
予
防
接
種
の
副
反
応
と
認
め
ら

れ
る
疾
病
に
よ
り
治
療
を
受
け
て

い
る
人
。

2
予
防
接
種
の
副
反
応
と
認
め
ら

れ
る
疾
病
に
よ
り
後
遺
症
を
有
す

る
人
。

3
予
防
接
種
の
副
反
応
と
認
め
ら

れ
る
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
人
の

遺
族
.

、

。
届
出
の
期
限

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
十
九
日

お市政だより

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
ハ
混
合
一
)
の

予
防
接
種

マ
対
象
者

O
第
一
期
の
も
の
(
初
回
免
疫

者
〉
生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
も

の
で
、
ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完

了
し
て
い
な
い
も
の
.

O
第
二
期
の
も
の
(
追
加
免
疫

者
)
初
回
免
疫
接
種
完
了
後

一
年

か
ら
一
年
半
た
っ
た
も
の
。
な
お

こ
の
期
間
に
接
種
が
で
き
な
か
っ

た
も
の
.

マ
禁
忌
者

O
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
疾

患
、
脚
気
、
胸
膜
淋
巴
体
質
の
徴

候
が
あ
る
万
は
接
種
前
に
医
師
止

十
分
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か

ら
三
時
ま
で
。

会場/接種目 1 2 3 
竹松本町公民舘

1222月日 119月日 126月日
諏訪公民舘

市役所
=-1甫診療所 1232月日 2l0月日 2月

鈴田出張所
17日

松原出張所 12月日 211月日 2~ 
福重出張所 24 18日
市立病院 12 2且 212月日 129月日
萱瀬出張所 5日

償
却
資
産
の
申
告
を

償
却
資
産
の
所
有
者
は
毎
年
一

月
一
日
現
在
で
、
そ
の
資
産
に
つ

い
て
市
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
法
人
お
よ
び
個
人
で
償
却
資

産
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
次

の
要
領
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い。

償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ

び
家
屋
以
外
の
資
産
で
、
事
業
の

用
に
供
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
産

ま
た
自
己
使
用
の
も
の
ば
か
り
で

な
く
、
他
人
に
貸
し
て
い
る
も
の

も
含
み
ま
す
.

m申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資

産。

的
構
築
物
(
煙
突
、
軌
条
、

貯
水
池
‘
水
槽
な
ど
)
同
機
械
お

よ
び
諸
装
置
(
農
機
具
な
ど
)
的

客
船
、
運
搬
船
、
漁
船
.
同
航
空

機
、
同
車
両
お
よ
び
運
搬
具
(
大

型
特
殊
自
動
車
、
手
押
車
な
ど
)

付
工
具
器
具
お
よ
び
備
品
、
川
遊

休
、
未
稼
動
の
資
産
、
簿
外
資
産

問
申
告
書
提
出
先
、
課
税
課

ω申
告
期
限
、
昭
和
四
十
六
年

一

月
二
十
日

申
告
用
紙
は
課
税
課
ま
た
は
、
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

福
祉
年
金
受
給
者

て

老
令
福
祉
年
金
の
支
給
要
件

加
七
十
才
を
こ
え
て
い
る
人

間
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

ω普
通
思
給
、
普
通
扶
助
料
の
受

給
者
で
年
間
二
万
四
千
円
以
下

の
人

的
戦
争
に
も
と
づ
く
年
金
受
給
者

f' 

は
年
間
十
六
万
七
千
三
百
円
以

下
の
人

二
、
障
害
福
祉
年
金
の
支
給
要
件

ω自
分
で
日
常
の
用
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
重
度
障
害
の
人

間
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
前

に
初
診
日
の
あ
る
人

ω明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

仙
普
通
恩
給
、
普
通
扶
助
料
の
受

給
者
で
年
間
障
害
福
祉
年
金
額

以
下
の
人

三
、
母
子
福
祉
年
金
の
支
給
要
件

m中
学
校
卒
業
前
の
子
を
養

っ
て

い
る
人
で
つ
ぎ
の
万

悶
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
目
前
に

夫
と
一
死
別
し
た
人

ω明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

に
夫
と
死
別
し
た
人

的
普
通
思
給
、
普
通
扶
助
料
の
受

給
者
で
年
間
母
子
福
祉
年
金
額

以
下
の
人

こ
の
福
祉
牛
金
は
本
人
や
扶
養
者

に
あ
る
程
度
の
所
得
が
あ
る
と
き

は
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

年
金
額
四
十
五
年
十
月
よ
り

祉T障一l年子年害年令金

金福金福金福類の!

一 月
EE円亡コココ、
額

4 、、

原
爆
被
爆
者
養
護

ホ
l
ム
の
収
容
者
募
集

V
収
容
対
象
者
県
内
に
居
住
す

る
原
爆
被
爆
者

(特
別
、
一
般
と

も
)
で
年
令
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
。

1
・
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
著
し

い
欠
陥
が
あ
る
た
め
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
者
。

2
・
身
体
上
、
精
神
上
ま
た
は
環

境
上
の
理
由
に
よ
り
居
宅
に
お
い

て
養
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

者
(
右
の

1
、
2
と
も
現
に
入
院

治
療
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
者
を

除
く
)

V
申
込
方
法

市
役
所
社
会
課
経

由
で
長
崎
県
知
事
に
申
請
す
る
.

V
入
所

費

用

本

人
ま
た
は
生
計

を
維
持
す
る
者
の
所
得
に
つ
き
前

年
の
所
得
税
が
二
万
九
千
二
百
円

以
下
は
無
料
で
す
が
、
同
金
額
以

上
の
人
は

一
部
負
担
が
あ
り
ま
す

V
施
設
の
名
称
、
所
在
地

名
称

l
恵
の
丘
原
崎
原
爆
ホ

l
ム

所
在
地

l
長
崎
市
三
ツ
山
町
二
ニ

九
番
地
こ

く
わ
し
い
こ
と
は
、
社
会
課
へ

郵
政
省
職
員
採
用
試
験

採
用
人
員
お
よ
び
採
用
職
種

九

州

外

務
職
員

三
O
C名

東

京

外

務

職

員

一

O
O名

京
阪
神
外
務
職
員

応
募
資
格

。
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
二
十
八
年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
健
康
な
男
子

(
昭
和
四
十
六

年
三
月
高
等
学
校
卒
業
見
込
の

者
を
含
む
)

。
東
京
地
区
に

つ
い
て
は
、
昭
和

五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十

一
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
健
康

な
男
子

試

験

日

試

験

地

。
第
一

次
詩
験

昭
和
四
十
六
年
一
月
十
七
日

教
養
誌
験
お
よ
び
適
性
試
験

熊
本
市
な
ど
二
十
八
ヵ
所

。
第
二
次
試
験

昭
和
四
十
六
年
二
月
上
旬

人
物
詰
験
お
よ
び
身
体
検
査

申
込
受
付
期
間

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
十
日
か

ら
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
十

六
日
(
当
日
消
印
有
効
)

※
受
験
希
望
者
は
十
二
月
八
日
以

降
も
よ
り
の
郵
便
局
ま
で
申
込

書
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

二

O
O名

A 


